
 

滋賀県立大学ＳＤＧｓラジオ「ちかくdeと～くでＳＤＧｓ！」 
 

 

１．概要 

学生が中心となって、12 月 1 日から 2 月 4 日まで、滋賀県立大学とＦＭひこねから、ローカルラジオ番組

「ちかく de と～くでＳＤＧｓ！」を放送した。 

番組では、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）を、リスナーにわかりやすく伝えることを目的として、学生がパ

ーソナリティを務め、ＳＤＧｓに関わる活動をしているゲストから、活動の内容やＳＤＧｓへの思いなどインタビ

ューを実施。 

学生にとっては、放送番組の企画・制作・実施を通じてＳＤＧｓについて学ぶとともに、放送のパーソナリテ

ィを務めることにより、「聞く」「話す」「伝える」という能力を高める機会にもつながった 

 

２．放送日と放送内容（ゲストの敬称略） 

    

 
 

 



 

３．ラジオの配信の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．学生のコメント 

・時間どおりに進行するのが難しかった。身の周りに SDGs に関わることがたくさんあると伝えたい。 

・正直 SDGｓというものがなにかぐらいは知っていたつもりでしたが実際に SDGｓラジオという形で内容を考

えているうちに｢実は SDGｓのことなんにもしらないのでは？｣という思いになりました。それでも｢わたしに

とっての SDGｓ｣を考える中で言語化することが重要なのではと感じました。 

・聞くことは話すことよりも難しく、重要だということを学んだ。人の話を聞く際、自分の主張を一方的にぶ

つけたり、自分の固定観念で解釈しそこから抜け出せないでいれば、相手の話を受け取ることができな

い。まっさらな状態で相手の話を聞くことは想像していたよりも難しく、そこから自分の解釈に落とし込む

こと、そしてそれを自分の言葉で表現することは更に難しいことだと感じた。 

 

５．出演者のコメント 

・私も学生時代に京都の三条ラジオカフェで「難民ナウ！」という番組のボランティアをしていました。学生

さんが極的にこのような活動をされていることはとても素晴らしいと思います。お声がけいただきありがとう

ございました。 

・学生時代から世代や環境の違う人たちと接する機会があるということはすばらしいことだとおもいます。ま

ずはこのような取組をなされている点に感銘を受けました。学生さんたちにはとても貴重な経験となること

は間違いないと思います。 

・私たちが普及啓発しております「グリーン購入」「エシカル消費」について、ラジオを通して学生さんをは

じめとする多くの方に知っていただける機会をいただき、感謝しております。また、自分にとりましても「人

に伝える」経験をさせていただいたことで、自分の学びになりました。ありがとうございました。 

・大学という若さと希望にあふれる空間に浸らせていただき、今後の活動のヒントをいただいくことができま

した。これからの世界を作るのはこのような若い方が中心となっていかれると思うので、授業としての取組

をされていることは素晴らしいと思いました。 


